
 

 

 
所属議員 （任期：平成 29 年 6 月 27 日～令和 3 年 6 月 26 日まで） 

楠村信二  久保高章  辻信行  西藤彰子  別府建一  光本圭佑  安浪順一    計７名 
    

    

＜7～12 月の月額報酬より＞ 

■ 報酬から活動費拠出 420 万円（平成 29 年 12 月までの合計） 
尼崎市では議員 1 人あたり月額 10 万円の政務活動費が会派ごとに申請出来ますが、尼崎市議会 維新の
会は、この税金から支給される政務活動費を申請せず、各議員が報酬より 1 人あたり毎月 10 万円ずつ拠
出して会派の政務活動経費にあてました。平成 29 年 7～12 月の 6 か月間で合計 420 万円を拠出。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

楠村信二（連続 2 期目） 725,280 円 1,404,520 円 1,392,600 円 1,205,684 円 514,560 円 
久保高章（連続 2 期目） 725,280 円 1,404,520 円 1,392,600 円 1,205,684 円 514,560 円 
辻  信行   （1 期目） 716,464 円 1,404,520 円 1,392,600 円 1,205,684 円 514,560 円 
西藤彰子   （1 期目） 716,464 円 1,404,520 円 1,392,600 円 1,205,684 円 514,560 円 
別府建一   （1 期目） 716,464 円 1,404,520 円 1,392,600 円 1,205,684 円 514,560 円 
光本圭佑（連続 2 期目） 725,280 円 1,404,520 円 1,392,600 円 1,205,684 円 514,560 円 
安浪順一（通算 2 期目） 716,464 円 1,404,520 円 1,392,600 円 1,205,684 円 514,560 円 

合    計 5,041,696 円 9,831,640 円 9,748,200 円 8,439,788 円 3,601,920 円 

4444 年間の年間の年間の年間の        



 

 

 
■ 平成 29 年度期末手当増額（ボーナスアップ）分 合計 273,296 円 

反対したものの議会可決されてしまった「議員期末手当増額（ボーナスアップ）」に対し、増額分の合計
273,296 円を被災地の子どもを支援する取り組みに寄付いたしました。 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
＜その他＞ 
 
■ 市議会を通じての市への財政貢献額 合計 568,400 円 

尼崎市の厳しい財政状況を踏まえ、任期中、議員期末手当の５％を減額することに賛同。 
平成 29 年度は改選後の半期分（7～12 月）で尼崎市財政への貢献額は、一人あたり 81,200 円、7 名合計
568,400 円となりました。 

 
 

期末手当増額  
連続 2 期目議員 44,080 円 ×3 名 
通算 2 期目議員 35,264 円 ×1 名 

1 期目議員 35,264 円 ×3 名 

寄付先： 公益社団法人チャンス・フォー・チルドレン 
/ 東日本大震災で被災した子ども支援 



 

 

 
＜1～3 月の月額報酬より＞ 
1～3 月までは前年に引き続き、市民の皆様の税金から支給される政務活動費を使用せず、各議員の報酬の中
から毎月 10 万円ずつ、合計 210 万円（100,000 円×7 名×3 ヶ月）を拠出して活動費にあてました。 
 
■ 報酬から活動費拠出 合計 210 万円（平成 30 年 1～3 月の合計） 

そして、年度末の精算においての政務活動経費支出後の残高は、自分たちの財布に戻すのではなく、被災
地の子どもを支援する取り組みに寄付いたしました。 

平成 29 年 7 月～平成 30 年 3 月までの拠出金合計と政務活動経費 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

議員拠出金 6,300,000 円 100,000 円×7 名×9 ヶ月 
政務活動経費 6,286,657 円 平成 29 年 7 月～平成 30 年 3 月 
残高 13,343 円  

寄付先： 公益社団法人チャンス・フォー・チルドレン 
/ 東日本大震災で被災した子ども支援 



 

 

＜4～12 月の月額報酬より＞ 
年度が変わったのを機に 4 月からはより明快でわかりやすい「身を切る改革」を実行するべく、議員報酬の手
取り額の約 2 割にあたる月額 10 万円ずつを拠出することとなり、4～12 月までの合計 630 万円（10 万円
×9 ヶ月×7 名）を被災地や子ども達の未来を救う取り組みに寄付いたしました。 

 
 

■ 平成 30 年 4 月～6 月分 合計 210 万円 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 平成 30 年 7 月～9 月分 合計 210 万円 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     

寄付先：  
平成 30 年大阪北部地震義援金 

寄付先： 宍粟市 
 / 豪雨災害による「宍粟市災害義援金」 



 

 

 
 
■ 平成 30 年 10 月～12 月分 合計 210 万円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
  

寄付先①：  
神戸市児童養護施設連盟 
/ 児童養護施設運営資金 

寄付先②：  
社会福祉法人 善照学園 

 / 児童養護施設運営資金 

寄付先③：  
社会福祉法人 三光事業団 
 / 児童養護施設運営資金 



 

 

＜議員期末手当（ボーナス）より＞ 
■ 平成 30 年度期末手当増額（ボーナスアップ）分 合計 308,560 円 
反対したものの議会可決されてしまった「議員期末手当増額（ボーナスアップ）」に対し、増額分の合計
308,560 円（44,080 円×7 名）も寄付といたしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

寄付先①： 西宮市社会福祉協議会 
/ 子ども食堂運営の食材（精米） 

寄付先②： 宝塚市社会福祉協議会 
/ 子ども食堂運営の食材（精米） 



 

 

＜その他＞ 
 
■ 市議会を通じての災害義援金への協力額 合計 35,000 円 

尼崎市議会からの兵庫県平成 30 年 7 月豪雨災害義援金の送付に参加。 
5,000 円×7 名の合計 35,000 円。 

 
 
■ 市議会を通じての市への財政貢献額 合計 1,088,080 円 

任期中の議員期末手当の５％を減額。 
平成 30 年度は一人あたり 155,440 円、7 名合計 1,088,080 円を尼崎市財政に貢献。 

 
 
 
 
 
  



 

 

＜1～12 月の月額報酬より＞ 
前年度に引き続き、令和元年 11 月までは各議員月額 10 万円ずつを拠出。 
11 月に日本維新の会の『身を切る改革』に新ガイドラインが制定され、地方議会によって異なる報酬額に応じ
たカット率（身を切る率）が定められました。このことにより、令和元年 12 月より尼崎市議会議員の報酬に応ず
る身を切る額は、月額 85,760 円と決定いたしました。  
 

日本維新の会 『身を切る改革』 新ガイドライン 
【地方議会における身を切る改革のガイドライン】 
・政務活動費削減を『身を切る改革』とは認めない 
・期末手当を含む議員報酬が年間 1000 万円以上の議会は手取り相当金額からその 20％相当額 
・期末手当を含む議員報酬が年間 1000 万円未満の議会は手取り相当金額からその 10％相当額 
・期末手当を含む議員報酬が年間 500 万円以下の議会は手取り相当金額からその 5％相当額 
をそれぞれカット 
※ 1 ボーナスはカット対象に含まず、具体的なカット額は自治体で統一すること 
  2 「相当金額」は当面、月額報酬額面に 0.67 を掛けた金額とする 
  3 寄付に当たって海外へは原則禁止 
  4 租税特別措置法が定める寄付金控除の特例及び所得税額の特別控除を適用しないこと 
  5 寄付の方法として「ふるさと納税」を利用しないこと 
  6 議員定数、報酬等の削減を実施されている議員は、総支部並びに本部にご相談ください 

※令和元年 11 月 30 日常任役員会承認 
尼崎市議会議員の報酬に応ずる身を切る額（令和元年 12 月～） 

640,000 円  428,800 円  20％  85,760 円 
 
 

■ 平成 31 年 1 月～3 月分 合計 210 万円 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

寄付先： 山形県鶴岡市 
/ 日本海山形県沖地震見舞金 

×0.67＝ × ＝ 



 

 

 
■ 平成 31 年 4 月～令和元年 6 月分 合計 210 万円 
  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

寄付先①： 姫路市 
 / 姫路市愛の基金 

寄付先②： いたみっ子だんらん食堂実行委員会 
あじさい食堂いたみ実行委員会  

/ 伊丹小学校地区「こども食堂」運営資金 

寄付先③： 社会福祉法人 立正学園 
/ 児童養護施設運営資金 

寄付先④： 宝塚市 
 / 子ども施策に対する寄付金 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
  
     

寄付先⑤：  
特定非営利活動法人 里地里山問題研究所 

 / 子育て支援活動資金 

寄付先⑥： 明石市 
 / 明石市こども基金 



 

 

 
■ 令和元年 7 月～9 月分 合計 210 万円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

  

寄付先①： 長野県 
 / 令和元年台風第 19 号災害義援金 

寄付先②： 福島県 
 / 令和元年台風第 19 号災害義援金 

寄付先③： 児童養護施設 睦の家 
 / 児童養護施設運営資金 



 

 

 
 
■ 令和元年 10 月～12 月分 合計 2,000,320 円 

令和 2 年 3 月で兵庫県内の児童養護施設を退所となる 
高校 3 年生の円滑な自立のための資金として贈呈いたしました。 
対象者 33 名で按分し、一人あたり 60,615 円を寄付。 
割り切れず余りとなった 25 円は次回以降へ繰り越しといたしました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  

10 月報酬カット額 100,000 円 ×7 名
11 月報酬カット額 100,000 円 ×7 名
12 月報酬カット額 85,760 円 ×7 名

寄付先①： 社会福祉法人育世会 淡路学園 
対象者 4 名 

寄付先②： 社会福祉法人 泉心学園 
対象者 3 名 

寄付先③： 社会福祉法人椎の木会 聖智学園 
対象者 4 名 

寄付先④： 社会福祉法人 善照学園 
対象者 2 名 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

寄付先⑤： 社会福祉法人 播磨同仁学院 
対象者 5 名 

寄付先⑥： アメニティホーム広畑学園 
対象者 1 名 

寄付先⑦： 社会福祉法人夢前福祉会 二葉園 
対象者 5 名 

寄付先⑧： 社会福祉法人 立正学園 
対象者 2 名 



 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

寄付先⑨： 社会福祉法人南丹愛育会 若草寮 
対象者 1 名 

寄付先⑩：アメニティホーム光都学園 
対象者 1 名 

寄付先⑪： さくらこども学園 
対象者 1 名 

寄付先⑫： 南丹愛育会 睦の家 
対象者 4 名 



 

 

＜議員期末手当（ボーナス）より＞ 
■ 令和元年度期末手当増額（ボーナスアップ）分 合計 308,560 円 

今年も尼崎市議会で可決されてしまった「議員期末手当増額」に対し、6 年連続で反対をし続けてきた
私たちは、増額分の合計 308,560 円（44,080 円×7 名）を精米にし、近隣市の子ども食堂へ運営の
食材として寄付いたしました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

寄付先①： 西宮市社会福祉協議会 寄付先②： 宝塚市社会福祉協議会 

寄付先③： 心（子ども食堂 心家） 

寄付先④： 川西市多田東コミュニティ協議会 

寄付先⑤： 子ども食堂あかね＆ 
放課後宿題おわらせ会一同 



 

 

＜その他＞ 
■ 市議会を通じての災害義援金への協力額 合計 35,000 円 

尼崎市議会からの令和元年台風 19 号に伴う災害に対する義援金に参加。 
5,000 円×7 名の合計 35,000 円。 

 
 
■ 市議会を通じての市への財政貢献額 合計 1,104,320 円 

任期中の議員期末手当の５％を減額。 
平成 31 年・令和元年中は一人あたり 157,760 円、7 名合計 1,104,320 円を尼崎市財政に貢献。 

  



 

 

 
＜1～6 月の月額報酬より＞ 
前年度に引き続き、1～6 月までは一人ひと月あたり 85,760 円を拠出。 
1～3 月と 4～6 月とでそれぞれ 3 ヶ月分、7 名の合計 1,800,960 円ずつを新型コロナウイルス感染症対策
に係る基金や災害義援金として贈呈いたしました。 

 
 
■ 令和 2 年 1 月～３月分 合計 1,800,960 円 

  
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■ 令和 2 年 4 月～6 月分 合計 1,800,960 円 

 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
  

  

寄付先： 大阪府新型コロナウイルス助け合い基金 

寄付先： 熊本県南豪雨義援金 



 

 

＜7～12 月の月額報酬より＞ 
尼崎市議会において、市が創設した『新型コロナウイルス感染症対策基金』へ積み立てるため、令和2年7～12
月の議員報酬を 10％削減することに賛同・可決いたしました。期末手当 5％削減も続行しており、同期間はそ
れらの差額分を拠出することとなりました。7～12 月の拠出額はひと月当たり 8,614 円（85,760 円－議員
報酬削減分 64,000 円/月－期末手当削減分 13,146 円/月）ずつ拠出し、子ども食堂支援のために寄付いた
しました。 
  
■ 令和 2 年 7 月～10 月分 合計 180,894 円 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
■ 令和 2 年 10 月～12 月分 合計 180,894 円 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

8,614 円×7 名×3 ヶ月 
+令和元年からの繰越金 25 円 

8,614 円×7 名×3 ヶ月 

寄付先： 西宮市社会福祉協議会 
 / 子ども食堂運営の食材費 

寄付先： 宝塚市社会福祉協議会 
 / 子ども食堂への支援金 



 

 

＜議員期末手当（ボーナス）について＞ 
前年までは、反対かなわず増額となってしまった議員期末手当の増額分を子ども食堂へ寄付しておりました
が、今年は議員期末手当の 0.05 ヶ月分を引き下げとする議案が出され、賛同し可決！ 
 
＜その他＞ 
■ 令和 2 年 5 月 特別定額給付金相当額 合計 700,000 円 

深刻な新型コロナウイルス感染症拡大を鑑み日本維新の会が設置した「新型コロナウイルス感染防止対策
基金」へ、特別定額給付金相当額 10 万円を入金（兵庫総支部にて集金）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 市議会から尼崎市『新型コロナウイルス感染症対策基金』へ積立 合計 2,688,000 円 
令和 2 年 7～12 月の議員報酬を 10％削減する議案に賛同・可決。削減分を基金へ積み立て。 
64,000 円×6 ヶ月×7 名の合計 2,688,000 円。 

 
 
 
■ 市議会を通じての市への財政貢献額 合計 1,088,080 円 

任期中の議員期末手当の５％を減額。 
令和 2 年 1～12 月中は一人あたり 155,440 円、7 名合計 1,088,080 円を尼崎市財政に貢献。 

  



 

 

 
＜1～6 月の月額報酬より＞ 
尼崎市議会では令和 3 年 6 月に改選を迎えるため、1 月から任期最後となる 6 月分までをまとめて拠出。 
月額一人あたり 85,760 円の 6 ヶ月分から、期末手当 5％削減分 77,720 円（市の財政への貢献額）を差し
引いた額を、兵庫県内の児童養護施設へ贈呈いたしました。 
寄付額合計（85,760 円×6 ヶ月－77,720 円）×7 名＝3,057,880 円 
 
 
■  令和 3 年 1 月～6 月分 合計 3,057,880 円 

令和 3 年 3 月で兵庫県内の児童養護施設を退所し、自立への一歩を踏み出す若者達の自立資金として 
贈呈いたしました。 
公職選挙法上、選挙区内の寄付ができない事から、 
右記に当てはまる児童を除外して 29 名で按分し、 
一児童あたり 105,444 円の寄付となりました。 
また、割り切れず余りとなった 4 円を 
代表一施設様へご受領いただきました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

● 寄付対象からの除外条件 ● 
1. 尼崎市内の施設の児童 
2. 施設の法人役員に尼崎市に住所のある方がいる場合 
3. 児童の親、もしくは児童の住所が尼崎市にある場合 

寄付先①： 社会福祉法人育世会 淡路学園 
対象者 4 名 

寄付先②： 社会福祉法人 泉心学園 
対象者 2 名 

寄付先③： 社会福祉法人椎の木会 聖智学園 
対象者 1 名 



 

 

 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

寄付先④： 社会福祉法人 善照学園 
対象者 2 名 

寄付先⑥： 社会福祉法人 播磨同仁学院 
対象者 4 名 

寄付先⑦： アメニティホーム広畑学園 
対象者 4 名 

寄付先⑤： 児童ホーム東光園 
対象者 4 名 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

寄付先⑧： 社会福祉法人夢前福祉会 二葉園 
対象者 1 名 

寄付先⑨： 社会福祉法人南丹愛育会 若草寮 
対象者 2 名 

寄付先⑫：アメニティホーム ルピナス高砂 
対象者 1 名 

寄付先⑩： さくらこども学園 
対象者 1 名 

寄付先⑪： 南丹愛育会 睦の家 
対象者 3 名 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■ 市議会を通じての市への財政貢献額 合計 544,040 円 

任期中の議員期末手当の５％を減額。 
令和 3 年 1～6 月で一人あたり 77,720 円、7 名合計 544,040 円を尼崎市財政に貢献予定※。 

※令和 3 年 6 月支給時の実行となります 
 
 

端数残額： 社会福祉法人夢前福祉会 二葉園 


